
プロジェクトの取組について 

 

 

１ 趣旨 

 地域福祉推進のための課題や問題点を洗い出し、テーマを決定して、課題解決

に向けた試行的な取組を実施する。 

  

２ プロジェクトのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ プロジェクトの進め方 

  

 

 

 

 

 

 

 

図２ 課題解決に向けたプロセス 

 

３ プロジェクトの地域福祉計画への活かし方・位置づけ 

  行政と社協が共同で地域の課題を把握し、テーマごとに関連のある団体及び個

人と連携し、課題解決を目指す。 

  試行的に実行したプロジェクトの取組みの中から、今後、継続的な取組みが必

要なものや成果が期待できる取組を事業化したり計画に掲載することで施策とし

て反映する。 

 

 

 

 

 

課題・問題点 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢化 
成り手不足 

希薄化 

8050 

人材育成 

ごみ問題 

ひきこもり 
社会参加 

就労支援 

目標（課題解決） 
プロジェクト 

①地域の課題や問題点を抽出。 

プロジェクトチームの設置。 

③プロジェクトで検討した内容を実行

し、課題を解決する。 

課題抽出 検討 

④課題内容によって継続的に働きか

け、地域へ繋ぐ。 

実行 評価 

①地域の課題を抽

出し、課題解決プ

ロジェクトチーム

を設置 

②抽出した課題の

解決方策を検討 

③試行的な取組の

実施 

④取組の評価を行

い、地域で継続的

に取組むべきもの

を検討する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 計画との位置づけ 

 

４ 現状の課題から考えるプロジェクト案 

⑴（地域共生）みんなの居場所 

引きこもりや不登校の課題を抱えている世帯を始め、生きづらさを抱えてい 

る人が気軽に通うことができる、居場所を創る。 

⑵ ごみリセット＋ 

地域住民や民間事業者等と連携して、自宅の物を整理する。また近隣住民が対

象者に適切にごみを捨てられるように働きかけたり、企業等がごみ捨て講座等

を実施する。 

⑶ 中間的就労支援・プチバイト 

世代を問わず誰もが容易にできる短期的な就労体験の場を提供し、就労機会を充

実させ、働く準備を支援する。 

⑷ 婚活支援（ボランティア de婚活） 

コロナ禍において外出の機会が減り、並行して出会いの機会も減少している。

地域福祉とは繋がりの薄い若年層にも福祉イベントのボランティア参加をきっ

かけとして婚活の支援を行う場を創る。 

⑸ ファシリテーターの育成 

ファシリテーションは話し合いの場で、円滑な進行をする上で重要なスキルで

あり、行政職員を始め地域の担い手である、支援関係機関・民生委員・町内会

長等へファシリテーションの講座を行い、ファシリテーターの育成を目指す。 

地域福祉計画推進協議会 

 
メンバー：学識経験者、公募委員、地域市民団体、福祉事業者等 

機能：地域福祉計画の進行管理・策定・提言 

プロジェクト事業 

 

 
メンバー：テーマごとに団体及び個人を組織化する  

機能：課題抽出、取組の検討、実行 

 

 

プロジェクト１ プロジェクト２ プロジェクト３ 

市 社会福祉協議会 

連携 

取りまとめ 

資料４ 


